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地⽅の公共交通乗降管理システム「RabiPeoCa」
スマートフォンアプリケーションおよびWebシステム
（iOS / Android両対応）

岩⼿県⽴⼤学総合政策学部宇佐美誠史
（株）ぴーぷる
（株）復建技術コンサルタント

ラビピカ



地方の自治体が事業者へ委託して運営する公共交通の問題

■ 情報不足の問題
公共交通需要の少ない地方において、恒常的な利用実績情報が収集されておらず、
公共交通政策の検討に際し、十分なデータを得られていない

■現状の検収とデータ活⽤における課題

委託調査

アナログ作業
（記載、カウントミスも発⽣）

FAX等、紙媒体、
エクセルでの報告
便毎の利⽤者数と
利⽤者合計数

1〜2ヶ⽉後

確認できない情報

運⾏実績 ユニーク
ユーザー
数

利⽤者のOD情報
（乗降バス停の
ペアデータ）

どこからどこへ誰が本当に運⾏したか

税⾦で⾏われる事業に対しての確認は必須なはずが、⾏われていない
質・量ともに不⼗分なデータしかなく、公共交通政策の検討が難しい



目指すのは交通系ICカードの導入が難しいところ



委託したバス運⾏
実績の把握

キャッシュレスシステム
（Suica、PASMO等）

バスロケーションシステム
（NEC、⽇⽴等）

混雑度測定システム
（独⾃規格、NAVITIME等）

⾞載機器
導⼊費⽤
約230万円/⾞両

運⽤管理
維持コスト
約280万円/年

⾞載機器
導⼊費⽤
約500万円

運⽤管理
維持コスト
約80万円/年

⾞載機器
導⼊費⽤

運⽤管理
維持コスト

加えて、オールインワン・パッケージ
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委託したバス運⾏
実績の把握

キャッシュレス機能 バスロケーション機能 混雑度測定機能

⾞載機器導⼊費⽤ 運⽤管理維持コスト

各機能を簡易化したオールインワン・パッケージ

開発：乗降管理システムRabiPeoCa

従来の⼤⼿交通事業者

財源の限られた地⽅⾃治体には各システムの導⼊・運⽤が困難



市販製品利用で専用機器の開発コスト削減
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Google社製 Pixelシリーズを採⽤

液晶画⾯
内臓スピーカー

⾞内サイネージの代替
・⾞内案内
・メッセージ表⽰

NFC通信
iBeacon通信

キャッシュレス乗降
・Felica規格対応

（Android/ICカード）
・iOS端末との連携

インターネット通信
GPS

バスロケーションシステム
・⾼精度な測位が可能

Suica等の専⽤⾞載機器に⽐べ、⾮常に安価な導⼊が可能
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情報収集フロー

ICカードやスマートフォンをタッチ

サーバーにデータを確認

未登録カード・
読取困難な場合
エラー表⽰

読取完了の場合
完了表⽰と合わせて
乗降データを
サーバーに転送



乗降管理システムRabiPeoCaの特徴
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乗務員による調査 RabiPeoCa

乗降データ
乗⾞数と降⾞数

☞⾞内の⼈数は分かる

乗⾞場所と降⾞場所が紐付いた乗降数
☞⾞内の⼈数に加え、

OD（どこからどこへ⾏くのか）がわかる

同⼀利⽤者の移動データを紐付けられる
☞利⽤頻度、⾏き帰りの時間帯、⽬的地がわかる

利用者属性 不明 利⽤頻度や利⽤者属性が分かる
利用時刻 おおむねの時刻 秒単位の時刻

取得方法 運⾏中、乗務員が運転の合間に記⼊ 運⾏開始前後の設置と
利⽤者のタッチにより瞬時にデータが収集される

分析開始の
タイミング

運⾏終了後に乗務員が記⼊したものを
データ化する必要がある

リアルタイムでデータを収集しているため
すぐに可能

乗降管理システムRabiPeoCaと乗務員による調査の⽐較



リアルタイムかつ操作が容易なデータ管理
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バスの現在位置
（バスロケーション）

🚍

🚍

管理画⾯

1号
⾞

2号
⾞

管理画⾯

利⽤履歴

管理画⾯

乗降数の合計
（Excel出⼒も可能）
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乗車数

バス停単位の乗降数、⾞内⼈数
等を運⾏⽇毎・曜⽇毎・便毎に
集計可能

以下はRabiPeoCa活⽤事例
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1kmメッシュ乗降数分布

地区間移動の様⼦

データ収集後に利⽤者の移動特性について
データを整理し、計画策定や施策検討に活⽤



第15回滝沢市地域公共交通会議（2023/3/13 ）
⼩さな交通需要に対応した交通サービスの検討
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タクシー運転⼿が使うスマホにタッチして乗降
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ドライバーが操作することで、タクシーやデマンド型交通でも活⽤可能
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今後の展望
• あいおいニッセイ同和損害保険（株）とのテレマテ
ィックスデータ活⽤
【NTTデータ×eiicon】『MD communet® OPEN INNOVATION PROGRAM 
2023』中核企業あいおいニッセイ同和損保、住友ゴム⼯業、ハレッ
クスが共創パートナー3社採択
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000510.000037194.html




